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手術部緊急時フローチャート

―知識から行動へつなげるシミュレーション―
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【はじめに】

　当手術部は緊急対応に必要な「手術部緊急時フローチャート」を作成し緊急対応シミュレーション

の実践評価とフローチャートの有効性を評価した。

【目的】

　緊急対応時、手術チームがフローチャートに則り迅速かつ効果的な対応ができる。

【方法】

１．緊急対応シミュレーションを実施。

２．シミュレーションの実践評価。

３．フローチャートの有効性を４段階で評価、改善点について自由回答を得た。

【結果】

　大量出血時の対応、気道確保困難への対処は他の項目より実践評価が低かった。フローチャートの

有効性はとても有効は66.7％、まあまあ有効は28.9％、あまり有効でない・有効ではないは０％で

あった。改善点として役割分担に対する意見やサイズ・設置場所への意見があった。

【考察】

　フローチャートは95.6％が有効と評価された。実践評価が低かった項目は物品の使用方法の知識不

足があり、今後も学習の機会を設けフローチャートの改善点修正と定期的なシミュレーションを行う

必要がある。

【結論】

　フローチャートは有効であり、手術チームは緊急対応シミュレーションを通じて知識から行動へつ

なげることができた。
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